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距
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嘉
禄
の
板
碑

　
満
々
と
水
を
た
た
え
て
村
人
に
水
の

恩
恵
を
あ
た
え
る
大
沼
、
こ
の
中
の
弁

天
島
に
、
ひ
っ
そ
り
と
、
時
の
流
れ
と

風
雨
に
耐
え
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
立

た
ず
ま
い
を
見
せ
る
こ
の
板
碑
は
、
今

か
ら
七
百
四
十
四
年
前
の
嘉
禄
三
年

（
二
三
七
年
）
の
作
と
さ
れ
、
現
在
、

日
本
最
古
の
板
碑
と
し
て
、
学
者
や
研

究
者
の
注
目
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

板
碑
あ
る
い
は
板
石
塔
婆
と
い
わ
れ

仏
教
の
信
仰
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
諸
教
所
讃

　
　
　
　
　
　
　
　
名
在
弥
陀

　
阿
弥
陀
三
尊
像
の
下
に
　
嘉
禄
三
年
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
亥
三
日

　
　
　
　
　
　
　
　
故
以
西
方

　
　
　
　
　
　
　
　
而
為
一
准

　
こ
の
よ
う
な
字
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
古
く
は
須
賀
広
地
内
の
地
■

蔵
橋
下
に
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
現
在

の
場
所
に
移
し
か
え
た
と
の
こ
と
で
す

　
頭
部
に
破
損
さ
え
な
け
れ
ば
国
の
文

化
財
な
の
だ
が
…
と
学
者
ら
を
残
念
が

ら
せ
て
い
ま
す
が
、
と
も
あ
れ
、
こ
の

板
碑
を
訪
れ
る
人
は
年
々
多
く
な
り
、

昨
年
は
大
沼
公
園
を
会
場
と
し
て
、
東

日
本
板
碑
研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と

は
、
こ
の
碑
の
重
要
さ
を
も
の
が
た
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
三
年
、
南
小
に
あ
る
寛
喜

の
板
碑
（
二
位
の
古
さ
）
と
合
わ
ぜ
て

江
南
村
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

（11月1日現在）面積…22．34平方キロ1，601世帯7，779（男3，891女3，888）
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（2）広報曇うなを

招
魏
汁
罪
運
搬
会
計
霞
じ

め
寵
耀
、
家
蕩
擶
会
計
の
贅

は
ゐ
轟
九
月
丞
穿
九
旧
に
糊
催
さ
れ
た
村

議
会
に
お
い
て
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
の

麟報

難
．
に
そ
．
て
こ

　
各
ム
蕪
醍
み
決
算
に
馨
て
は
、
表
に

よ
っ
て
ご
華
た
だ
ぎ
た
い
と
存
じ
ま

漢
昭
盤
＋
四
年
峯
藩
、
み

　
ゆ
や
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

な
さ
轡
曝
諮
湧
に
よ
っ
て
、

未
曾
有
の
分
量
讐
清
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
違

ば
議
難
繍
健
毬
」

れ
も
み
奪
雰
藩
の
安
定
と
福
祉

向
上
に
結
岱
沸
き
、
さ
ら
に
は
教
育
、

文
化
の
向
上
、
亀
蟻
撃
に
役
立
た
せ

奄
難
灘
鰹
効
率
的
に
な
さ
れ

た
赫
慧
縫
翻
要

　昭和綺年ユ1月25月

財政齢運鰭
、
叩
赤

Il－i－

3億31千50万

望
に
近
づ
い
て
ゆ
く
と
い
う
方
針
に
し

た
が
っ
て
、
実
行
し
た
わ
け
で
す
が
、

各
会
計
と
も
に
黒
字
を
だ
し
て
決
算
で

き
た
こ
と
等
、
健
全
財
政
を
ま
も
り
抜

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
施
行
し
た
お
も
な
事
業
は
左
に

か
か
げ
る
と
お
り
で
す
。

一般会計決算と財政の組みたて

普通建設事業費

、　　5乳6％

　　　　　その他
　　　　　5．5％
　　補助金
　　6．8％』

物件費

　8．1％

〆歳’出「
263，624，725円

学校建設・・道路

　土地改良など

地方交付税

35．8％

入件費

　　22％

「歳入「
274，882，051円

　
％

　
2

　
L

債
1

材

　
編

棚
凪

才

国・県支出金

　　　16。4％

）
一
）

歳出の内訳歳入の内訳
教育費 議　会 費 消　防　　費

1　甲

　　　曳
　　　o　　　　■の

一曳了

㌔

9臥219，659円 一
み

924・695円．
3，377濁1円’

農林水産費 衛　生 費 商　工　費

聾・
　　．　し、四・
　げヒ■
　一，　㌧52，073，99唄、、，轡．．

塞
4
，

967ゆ弼鵠・

翻
価
・000月

土　　木　　費
9
民
　 生 費

歳入歳出残金

　　o粟認，
’11，257，326円

48，655，034円 4，958，395円

総　務　　費 公　債 喪

　　●剛
・輕．験

～』

■〔」

　45年度へ繰越

41，051，544円 4，531，900円

地方交付税 繰　越　金

…　　　　　イセ
f村

43年→44年

98，511，000円 15，872，034円

村　　　税 ・国庫支出金

置総 ’臨
51，7夷2，861円 12，824，917円

県支出金 自動車税交付金

県　　～ホ

32，076，3冒8円 　　8，54π，000円

村　　　債

その他
ρρ　　　　　呂4σρρ

財　　産　　収　　入

交通対策交付金
使月1料・手数料
分担金・寄付金

30．700，000円 24，613，921円

）



昭
、

耕轟奪f奮浄2ぶ自⑬ン　底報、ξ参灘福

効率的な
歳出総額計会

般
保
道

一
同
水

．
「
般
会
計

　
．
事
業
の
あ
ら
ま
し

○
一
般
管
理
関
係
　
納
税
組
合
の
育
成

広
報
発
行
事
業
、
役
場
敷
地
整
備
事
業

交
通
災
害
共
済
事
業

O
消
防
関
係
　
救
急
業
務
委
託
事
業
、

分
団
の
火
の
見
塗
装
事
業

O
福
祉
関
係
　
各
種
福
祉
団
体
育
成
事

業
、
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
事
業
、
老
令
年

金
ゐ
支
給
、
遊
園
地
設
置
の
補
助

σ
衛
生
閏
係
　
住
民
健
康
診
断
や
各
種

検
診
・
、
予
防
接
種
の
実
施
、
春
秋
の
衛

生
巡
視
、
母
子
健
康
セ
ソ
タ
ー
の
運
営

○
産
業
関
係
水
稲
病
害
虫
防
除
、
園

芸
・
畜
産
振
興
ハ
濃
村
近
代
化
事
業
、

農
免
道
路
整
備
の
補
助
、
御
正
ト
ラ
ク

タ
i
組
合
F
・
御
正
稚
蚕
飼
育
所
建
設
の

補
助
、
小
原
集
団
桑
園
造
成
の
補
助
、

（
　
＼

　
　
　
r

商
工
会
育
成
事
業

O
土
地
改
良
関
係
小
原
・
和
田
川
・

山
王
用
水
士
地
改
良
事
業

O
土
木
関
係
　
防
犯
灯
・
道
路
の
維
持

補
修
、
幹
線
道
路
の
舗
装
、
護
岸
工
事

（
上
押
切
、
下
押
切
、
樋
春
北
地
内
）

O
教
育
関
係
　
北
小
学
校
々
舎
建
築
事

業
、
幼
稚
園
の
運
営

　
　
　
，

　
　
　
　
　
水
道
事
業

　
　
　
　
　
特
別
会
計

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
水
道
事
業
は
、

住
宅
の
増
加
と
、
住
民
生
活
の
向
上
に

と
も
な
っ
て
、
給
水
量
は
昨
年
の
八
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
三
十
八
万
九
千
百

五
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
ま
し

た
が
、
昨
年
、
施
設
の
拡
張
工
事
を
行

な
っ
て
お
き
ま
し
た
の
で
、
断
減
水
す

る
こ
と
な
く
、
給
水
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
給
水
人
口
の
伸
び
は
二
・
四
パ
ー
セ

ソ
ト
で
百
六
十
五
人
ふ
え
て
、
年
度
末

の
給
水
人
口
は
六
千
九
百
九
十
三
人
、

普
及
率
は
九
十
・
六
パ
ー
セ
ソ
ト
の
高

率
と
な
り
ま
し
た
。

　
給
水
戸
数
　
　
　
　
一
、
二
五
四
戸

　
給
水
人
口
　
　
　
　
六
、
九
九
三
人

　
配
水
量

　
　
総
量
　
四
九
五
、
六
七
〇
立
方
耕

　
　
一
日
最
大
　
一
、
六
三
〇
立
方
材

　
　
一
日
平
均
　
一
、
三
五
八
立
方
材

　
有
収
水
量
三
八
九
、
一
五
五
立
方
耕

　
有
収
率
　
　
七
八
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

〔
経
費
〕

収
益
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
　
千
四
百
八
十
四
万
四
千
円

　
支
出
　
　
千
八
百
五
十
二
万
八
千
円

　
純
損
失
　
　
三
百
六
十
八
万
四
千
円

資
本
的
収
入
と
支
出

　
収
入
　
　
　
五
百
二
十
六
万
四
千
円

　
支
出
　
　
　
四
百
六
十
六
万
七
千
円

　
利
益
　
　
　
　
　
五
十
九
万
七
干
円

　
収
益
的
収
入
支
出
の
不
足
額
三
百
六

十
八
万
四
千
円
は
、
前
年
度
末
処
分
利

益
剰
余
金
と
引
継
現
金
で
補
て
ん
い
た

し
ま
し
た
。

　
　
国
民
健
康
保
険

　
　
　
特
別
会
計

　
昭
和
四
十
四
年
度
の
歳
入
総
額
四
千

百
三
十
二
万
一
千
五
百
三
十
一
円
に
対

し
、
歳
出
総
額
三
千
三
百
六
十
九
万
一

千
百
四
十
六
円
と
な
り
、
残
額
七
百
六

十
三
万
三
百
八
十
五
円
を
四
十
五
年
度

へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、
保

険
税
は
、
前
年
度
に
対
七

て
五
・
六
パ

ー
セ
ン
ト
増
で
、
一
世
帯
あ
た
り
一
万

三
千
五
十
一
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
診
療
費
に
つ
い
て
は
二
十
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
、
一
世
帯
あ
た

り
二
万
七
千
七
百
八
十
四
円
に
む
の
ぽ

り
、
一
年
間
に
一
人
平
均
三
・
六
件
医

者
に
か
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ρ＼

（

昭和44年度決算と国保事業のしくみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康相談
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＼
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誕轟．
，繍輔

費
付

円
円
円

別
4
6
8
5

戸
」
3

餌
田
3
0

β
　
’

6
6

引
3
3
7
　
％
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収
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1

　
　
　
他
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金

　
　
　
2
　
　
円

　
　
　
1
入
O

　
　
　
　
　
o
o

　
　
　
　
繰
軌

　
　
　
　
　
50

保
険

　
　
給，

轄
．
・

保険税　＼

13，220，710円

　　32．O％

孟＼1一欄．廻

響
σ1σ

金
翻

　
、
6
8
絃

越
5
，
1
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18，808，．499円
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〔の広報こう鷹愈昭和噸年珍厩蜀艮

・
小
さ
な
火
に
も
大
嚢
な
用
心
ヤ

』
、
．
秋
の
火
災
予
防
運
動
ば
じ
ま
為

つ
∵
一
　
　
［
　
ー
　
・
　
　
　
（
ー
〆
鯵
．

　
十
、
一
月
二
十
六
目
が
ら
十
二
月
一
、
一
旦

ま
で
、
．
全
国
魔
っ
せ
い
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

、
一
寒
さ
繕
む
か
っ
て
、
火
気
の
取
扱
い

も
多
く
な
ゆ
ま
す
か
ら
、
■
じ
ゅ
う
ぶ
ん

に
注
意
蕪
て
火
災
を
起
こ
さ
な
麿
蛋
づ

、

江南村の最近5力年間の
　建物火災発生状況9，

　　　．、その他　　　　　　　、

　　　，・『2件　　　　k
　　　　　、．取扱咳不姶末1

Ψ

に
し
ま
也
よ
う
。

　
村
で
も
、
火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

消
防
態
勢
め
整
備
と
強
化
を
は
か
る
た

め
、
；
甜
二
月
二
十
九
日
に
は
・
消
防
点
検

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
火
災
予
防
運

動
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■

5
　
4
　
3
「
2
ρ
1
、
，

大
里
広
域
行
政
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
二
市
、
三
町

　
現
在
の
社
会
ば
、
都
市
化
し
っ
つ
あ

惹
現
状
に
潜
？
で
」
行
政
事
務
や
喜
業

を
広
域
的
に
考
え
て
処
理
し
な
け
れ
ば

『
な
ら
な
い
電
の
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
　
　
－
　
．
一
　
♪

・
・
そ
ご
で
“
新
し
い
構
想
に
も
と
づ
い

45
年

44
年

43
年

42
年

q
年

霧
伽
瀦
蚕
発
岬
≦

て
。
自
治
省
で
は
広
域
市
町
村
圏
構
想

を
獄
ま
た
建
設
省
璽
も
広
域
生
活
圏
構

想
を
重
点
施
策
と
じ
港
打
ち
出
し
遜
ざ

ま
し
た
。
ン

・
こ
め
広
域
市
町
村
圏
の
施
策
，
は
、
一
，
、
日

常
社
会
生
活
圏
を
場
と
し
て
、
市
町
村

）

）

の
訂
発
駒
な
協
力
に
も
と
づ
い
て
、
新

し
い
地
域
経
営
を
展
開
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
，
圏
域
内
の
市
訂
嗣
が
共
伺
ル

て
地
域
の
総
合
釣
な
振
興
整
備
に
ρ
蛭

て
計
画
を
た
て
実
施
玉
て
、
・
関
係
地
域

の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す

　
埼
玉
県
で
は
、
こ
れ
ろ
の
構
想
を
県

体
的
忙
推
進
す
ゐ
た
め
、
県
内
を
九
．
フ

ロ
ツ
ク
に
分
け
そ
の
促
進
を
図
2
て
お

カ
ま
す
が
、
す
で
に
秩
父
お
よ
び
児
玉

広
域
圏
が
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
、
薗
の
指

定
を
う
け
て
い
ま
す
。

熱
鑑
雛
翻
膿
㎜
…

醗
韓
鰭
鰭
瀦

川
本
村
．
花
園
村
で
広
域
行
政
を
推
藁

鋼総撫

藤
轍
，

協
議
周
講
画
す
る
．
＆
と
に
癒
σ
ま
し
　
㌦

た
。
　
■
　
　
　
守
h
『
、
．
』
　
－
　
』
～

・お知らせ

　註…漁

解
，
ー
ト
ト
、
予
防
接
種
を
安
至
蓉
～
ー
、
ー
、
、
、
ー
、
、
ー
賦

h
　
　
ー
ー
　
　
　
　
　

－
　
　
　
　
．
」
　
　
　
　
、
　
h
　
　
r
、

ρ
ゴ
｝
｝
》
｝
》
か
ら
だ
の

　
予
防
医
学
は
、
…
現
代
医
学
の
発
達
と

と
も
に
、
健
康
保
持
の
た
め
に
一
ろ
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
効
果
は
慢
性
化
し
、

み
な
さ
ん
の
心
に
深
く
感
じ
て
は
お
り

壕
せ
ん
が
、
に
れ
ほ
ど
ρ
有
勧
な
も
の
は

あ
り
ま
せ
ん
ρ
そ
の
半
、
面
、
ー
副
作
用
の
－

後
遺
庵
な
い
乏
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
深
之
…
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
後
遺
症

は
、
接
種
を
受
け
る
と
き
の
、
そ
の
人

の
体
調
が
た
い
せ
ρ
な
の
で
す
囚
．
芒
P

よ
う
に
取
り
上
げ
ま
す
と
、
予
防
接
種

は
非
常
に
む
ず
か
レ
く
な
ρ
て
き
ま
す

が
、
・
決
し
て
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。
レ
㌧

　
現
代
医
学
の
す
い
、
を
結
集
し
た
予
防

医
学
は
“
、
完
全
な
体
調
の
も
と
に
実
施

し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
不
安
は
絶
対

に
な
い
ば
ず
で
す
。
　
」
，
ヂ

状
，
態
が
大
6
切
～
～
レ
し

　
お
母
さ
ん
が
た
に
お
願
い
し
、
注
音
熱

し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
、
づ
ね
日

ご
ろ
愛
す
惹
お
子
さ
ん
の
日
タ
を
、
よ

く
観
察
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

覆
参
李
さ
ん
召
墓
括
か

ら
割
り
出
し
て
、
予
防
接
種
を
受
け
る

日
ρ
状
態
を
比
較
し
ズ
協
ま
七
よ
う
。

い
つ
庵
と
か
わ
ゲ
な
が
っ
た
む
、
絶
対

大
丈
夫
で
し
ょ
う
。

へ
た
だ
し
心
臓
病

肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
ア
レ
ル
ギ
」
体
質

な
ど
の
あ
る
人
嫉
例
外
で
す
）

晃
し
異
蕩
あ
る
場
合
轍
、
次
回
に

の
ば
し
ま
七
よ
う
。
人
間
、
．
一
生
は
な

が
い
の
で
す
。
お
母
さ
ん
が
た
の
都
合

で
予
防
注
射
を
強
行
し
な
い
セ
く
だ
ざ

い
。
医
学
の
問
題
は
医
師
に
責
任
齪
み

り
ま
す
が
黛
保
護
者
の
責
任
は
な
お
重

大
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
）
）

ぜ’身一㍗曹唱●叫…D”一”。・・’胞硬直％・・’”幅●臨㍉副㌔碑々。・6・㌦i“・’㌔66㌦。・6’㌔“◆畠％曜潤㌔6・㌦96画鞠◆9嗣％盧潤。。

　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

・
－
±
月
±
看
に
へ

　
　
　
　
農
叢
委
員
会
㎝

　
　
　
　
委
員
一
選
挙
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
こ
と
し
の
十
二
月
三
十
一
日
、
農
業

・
委
員
会
委
員
の
任
期
が
満
了
に
な
り
ま

す
の
で
、
ク
ぎ
の
と
お
の
選
挙
が
行
な

わ
れ
ま
す
。

選
挙
に
よ
り
選
出
す
る
委
員
の
人
数
…
一

　
　
　
　
　
　
＋
五
人
／

委
員
の
任
期
　
三
年

立
候
補
お
よ
び
簾
で
言
参
籍

　
江
南
村
に
住
居
の
あ
る
一
．
一
十
歳
以
上

の
人
で
、
十
7
ー
ル
以
上
み
農
地
㊧
耕

作
者
か
、
ま
た
は
年
間
六
十
旦
以
上
繊

作
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
農
業
委
員

．
会
で
認
め
た
人
で
、
昭
和
四
十
五
牟
三

且
ゴ
十
一
，
日
に
確
定
し
た
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
き
れ
て
齢
る

人
。

ー
選
挙
の
日
程
叛
、

　
　
　
皿
　
　
5

12

月
五
日
　
選
挙
告
示

　
　
　
ハ
　
　
ロ

　
　
㎜
　
立
候
補
届
受
付
開
始

12

月
ヱ
日
　
立
候
補
届
受
付
締
切
り
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．
ヂ

盤
、
眺
、
動
鰐
．蚊

　
　
第
六
厨
村
民
体
育
祭

　
　
、
十
耳
千
日
の
体
育
の
、
日
、
恒
例
の

｝
．
．
村
民
体
育
祭
が
曝
学
校
々
庭
で
開
か

・
．
，
れ
、
、
小
中
学
生
を
は
じ
み
大
ぜ
い
の

≧
人
．
タ
で
盛
会
で
し
た
。

1青年ハイキング

　11月1日、教育委員会主

催による青年グループが、

秋晴れの奥秩父、熊倉高原

にハイキング、楽しいっど

いでした。　　　　　　↓

（　
　
（

↓
菊
花
展
開
か
れ
る

　
十
一
月
四
日
か
ら
一
週
間
、
菊
の
愛
・

好
者
に
よ
る
菊
嬢
展
覧
会
が
役
場
庁
舎

前
で
開
か
れ
、
八
十
点
に
お
よ
ぶ
見
ご

と
な
作
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

冷＼

．
み
．
ん
な
．
0
善
意
で
．
明
る
い
．
社
会

　
　
　
　
　
歳
F
末
4
助
』
・
妓

　
・
「
す
べ
だ
の
人
に
明
る
い
正
月
を
」

と
い
う
歳
末
助
け
合
い
運
動
が
、
轟
士
；

月
晶
目
か
ら
始
ま
り
ま
す
ゆ
　
ン
・
ノ
　
’
・

，
・
と
の
運
動
は
A
、
共
同
募
金
運
動
の
一

か
ん
と
，
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
省

市
町
村
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
区
域
ご

と
に
、
．
募
金
や
そ
の
配
分
を
行
な
う
も

の
で
す
っ

・
さ
う
し
て
集
め
ら
れ
だ
お
金
は
、
村

内
の
気
の
毒
な
人
た
ち
や
、
各
種
の
社

会
福
祉
施
設
に
は
い
っ
て
い
る
人
に
わ

け
ら
れ
ま
す
ヂ
』
～
　
　
■
、
〔
▽
』
　
≦

　
昨
年
度
の
村
の
実
績
は
、
・
十
；
万
｝

千
余
円
も
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、

が
、
み
な
さ
ん
一
、
人
一
人
の
ち
か
ら
が

こ
ん
な
に
大
き
く
な
る
の
で
す
。

え
あ
み
も
ぺ
ぬ
ぼ
を
ぞ
も
　
ぐ
も
ク
び
ク
ぐ
ぺ
ち
ク
ヌ
ぞ
　
な
コ
ノ
づ
く
　
ド

　獄岬》
共
同
募
金
に
感
謝
ド
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
　
総
額
十
六
万
九
ギ
余
円
s
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
■
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
十
月
実
施
い
た
し
ま
七
た
共
同
募
金
～

｛∞
に
つ
ξ
て
2
藷
の
ご
艶

労
を
賜
り
、
あ
り
が
と
ゑ
」
ざ
竣
と

r
・
　
　
　
　
　
　
　
㌧
F

～　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

　
募
金
額
を
下
記
の
と
お
り
得
ら
れ
、

環
共
同
募
金
会
に
送
金
い
た
し
芒
た
．

づ
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
　
　
・
卍

細”
　
昭
和
四
十
五
年
度
募
金
結
果
鮎

細
成
状
　
　
一
ご
、
歪
8
F

気
乏
ぞ
x
》
・
ぐ
｝
ン
乎
　
》
・
乏
鉾
、
4
）

合
い

ご
と
し
も
、

（

末
助
け
合
い
運
動
を
行
な
い
ま
す
が
、

暁
村
の
み
な
さ
ん
が
、

明
る
吟
む
あ
わ
せ
な
正
月
を
迎
え
ら
艇

ω
る
よ
う

さ
い
、
。
・

‘
み
な
さ

　
ん
ひ
と

　
り
ひ
と

　
り
が
サ

㌧
　
ン
タ
ク

、
＆
の
運
動
に
協
力
し
て
く
だ

ロ
ー
ス
で
す

翠
7
　
ん
ク
駆
　
墨
（
4
“
ノ
ヘ
・
～
Z
－

　
三
　
　
本

　
上
新
田

　
上
・
押
切

▽
竃
卜
』
押
切
7

　
』
髄
春
北

　
、
．
、
樋
春
南

　
御
正
新
田

』
須
賀
広

　
、
野
　
　
原

　
小
江
川

　
　
塩

、
板
，
、
井

　
　
柴

　
千
．
代

　
試
験
場

　
療
養
所

　
合
　
評

み
《
・
誉
（
4
・

　
　
　
　
　
　
　
　
『
〆
－
．
r
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
P

、
運
動
ゴ
』
．
、

　
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
歳

　
　
　
一
人
の
こ
ら
ず
、

　

』
㌦
へ
・
：
　
〆
　
　
㌧
．

　
　
　
叛
甲
ご
』
　
　
　
　
，
一
評

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
ヨ

勲
蓼
肝

．
．
∵
．
モ
，
一
藍
、
無

　
　
　
一
〇
、
四
五
〇
円
　
　
ヂ

磨
そ
㌻
、
《
》
ぐ
・
》
～

ダ
、
　
歳
、
一
・
』
、
届
け
出
の
受
け
付
け
は
午

一
，
　
、
・
　
前
八
時
三
十
分
よ
軌
午
後

｛
、
　
蓋
時
遷

｝
12
月
1
3
日
　
投
票
、
午
前
七
時
よ
り
午

㌔
　
　
　
：
　
後
六
時
ま
需
：
：

～
、
『
『
　
』
・
開
票
、
・
午
後
七
時
よ
り
・
・

．
｝
工
業
統
計
調
査
菰
で

晒
琴
置
協
力
、
を

（
　
十
二
月
末
旧
現
在
で
実
施

蕪
叢
継
難
に
操

宝
婁
す
．

戴
羅
諜
麟

漣
、
i
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の
晶

瓢
作
⑤

よあ
だ
な

　
　
　
　
江
南
南
小
一
年

　
　
　
　
　
ま
し
も
あ
ゆ
む

　
つ
は
「
ム
ウ
ユ
ウ
チ
ョ

8
す
。
こ
れ
は
、
一
ば
ん
は
じ
め
に
、

㎜
つ
お
く
ん
が
つ
け
た
あ
だ
な
で
す
。

　
二
ば
ん
め
は
、
　
「
あ
ん
こ
」
で
す
。

…
こ
殺
、
学
校
振
い
っ
て
か
ら
、
し

…
ぜ
ん
に
つ
い
た
あ
だ
な
で
す
。
き
つ
と

い
ぽ
く
の
名
ま
え
に
あ
が
つ
く
か
ら
だ
ろ

．
う
と
お
も
い
ま
す
。

、
．
三
ば
ん
め
は
、
　
「
あ
あ
む
す
と
ろ
ん

一
ぐ
」
で
す
。
お
か
あ
さ
ん
が
、
ぽ
く
を

よ
ぶ
と
き
、
い
つ
も
「
あ
あ
む
、
あ
あ

む
」
と
よ
ん
で
い
た
の
で
、
そ
れ
に
「

す
と
ろ
ん
ぐ
」
を
つ
け
て
「
あ
あ
む
す

と
ろ
ん
ぐ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

　
　
こ
の
あ
だ
な
は
、
ち
ょ
っ
と
つ
よ
そ

う
な
の
で
、
ぽ
く
は
き
に
い
っ
て
い
ま

す
。

　
き
ら
い
な
の
は
、
二
ば
ん
め
の
「
あ

一
ん
こ
」
で
す
Q
．
き
ゅ
う
し
ょ
く
の
と
き

　
ぽ
く
の
あ

だ
な
は
、
三

つ
あ
り
ま
す

　
そ
の
ひ
と

コ
レ
ー
ト
」
で

　
　
　
　
た

「
て
え
、
き
ょ
う
は
あ
ん
こ
だ
ぞ
。
あ

ん
こ
た
べ
ち
ゃ
う
べ
え
」
と
い
っ
て
、

ぼ
く
の
か
お
を
見
る
か
ら
で
す
。

　
で
も
、
こ
の
あ
い
だ
、
い
や
な
あ
だ

な
を
い
う
と
、
た
め
一
し
ょ
う
の
ま
せ

る
や
く
そ
く
を
し
て
よ
か
っ
た
と
お
も

い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
ま
も
ら
な
い
ひ

と
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
ぽ
く
は

「
た
め
一
し
ょ
う
の
め
っ
こ
な
い
な
」

と
お
も
っ
て
、
が
ま
ん
を
し
て
い
ま
す

す
き
に
な
っ
た

　
　
　
ふ
と
ん
し
き

　
　
　
　
　
江
南
南
小
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
真
由
美

，
わ
た
し
は

と
き
ど
き
、

ふ
と
ん
し
き

や
ふ
と
ん
を

た
た
む
こ
と
を
、
お
か
あ
さ
ん
に
た
の

ま
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
　
「
や
だ
な

あ
。
」
と
い
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。

　
た
の
ま
れ
れ
ば
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
し
ょ
う
が
な
し
に
や
り

ま
す
。
で
も
も
う
、
こ
の
ご
ろ
は
、
お

か
あ
さ
ん
に
「
ふ
と
ん
を
た
た
み
な
さ

い
。
」
と
い
わ
れ
な
く
て
も
、
ひ
と
り

で
ふ
と
ん
を
た
た
ん
だ
り
、
で
ぎ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
も
う
と
は
、
本
を
読
ん
だ
り
、
お

り
が
み
を
お
っ
た
り
し
て
あ
そ
ん
で
い

ま
す
。
で
も
、
わ
た
し
は
「
あ
そ
び
た

い
の
だ
け
ど
、
ふ
と
ん
を
た
た
み
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
）

め
て
い
る
の
だ
か
ら
、
た
た
ん
で
し
ま

っ
て
か
ら
あ
そ
ぼ
う
」
と
思
い
ま
し
た

　
お
か
あ
さ
ん
が
き
て
「
ま
ゆ
み
、
お

か
あ
さ
ん
よ
り
も
、
き
ち
ん
と
た
た
ん

で
あ
る
ね
。
」
と
ほ
め
て
く
れ
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
あ
ま
り
ほ
め
ら
れ
た
こ

と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
蓑
だ
、

せ
い
ぜ
い
、
あ
っ
た
と
し
て
も
五
回
か

六
回
ぐ
ら
い
で
す
。
　
「
だ
か
ら
こ
れ
か

ら
も
、
ふ
と
ん
を
し
い
た
り
、
た
た
ん

だ
り
し
て
、
お
か
あ
さ
ん
に
、
も
っ
と

も
っ
と
、
お
て
つ
だ
い
を
し
て
、
ほ
め

ら
れ
た
い
な
あ
。
」
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
え
に
は
、
お
か
あ
さ
ん
が
「
ま
ゆ

み
、
き
ん
じ
ょ
の
こ
は
、
み
ん
な
ま
ゆ

み
ぐ
ら
い
の
う
ち
か
ら
、
お
ふ
ろ
を
む

し
た
り
す
る
ん
だ
よ
。
ま
ゆ
み
だ
っ
て

し
な
く
て
は
だ
め
じ
ゃ
な
い
の
。
」
と

い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
ご
ろ
で
は
、
ふ
と
ん
し
ぎ
や
、
ふ
と

ん
を
た
た
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
、
大
す

き
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
い
う
の
も
、
お
か
あ
さ
ん
が

ふ
と
ん
を
し
き
な
さ
い
。
た
た
み
な
さ

い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
云
っ
て
く

れ
た
か
ら
で
す
。

　
し
ご
と
を
す
る
ま
え
は
、
　
「
や
だ
な

あ
。
」
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
し
た
あ
と

は
な
ん
だ
か
、
気
持
ち
が
い
い
で
す
。

　
「
や
っ
ば
り
、
お
か
あ
さ
ん
だ
け
あ

っ
て
、
い
い
こ
と
を
お
し
え
て
く
れ
て

あ
り
が
た
い
な
あ
。
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
県
農
業
経
営
研
修
所
で
は
、
つ
ぎ
の

　
よ
う
に
昭
和
四
十
六
年
度
の
研
修
生
を

　
募
集
し
ま
す
。

　
　
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
し
、
将
来

　
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
い
う
人
、
ま
た

　
は
現
に
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
。

　
　
学
科
お
よ
び
人
員

　
▽
本
科
一
部
　
百
名
　
高
等
学
校
を
卒

　
業
し
た
人
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上

　
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
で
、

　
二
十
歳
以
下
の
人
。

　
▽
実
科
一
部
　
六
十
名
　
中
学
校
を
卒

　
　
　
　
離
農
を
ご
希
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
者

　
　
農
業
を
離
れ
て
ほ
か
の
職
種
に
就
職

　
を
希
望
し
て
い
を
か
だ
が
た
に
対
し
、

　
県
で
は
九
月
に
引
き
つ
づ
い
て
、
二
回

　
目
の
農
業
者
転
聯
訓
練
を
行
な
っ
て
お

　
り
ま
す
。

　
　
対
象
者
　
現
在
農
業
に
従
事
し
て
い

　
る
か
、
ま
た
は
過
去
一
年
以
内
に
農
業

　
に
従
事
し
て
い
た
人
で
、
今
後
農
業
を

　
や
め
て
他
の
職
業
に
つ
く
こ
と
を
希
望

　
し
て
い
る
人
。

　
　
訓
練
方
法
　
来
年
一
月
か
ら
三
か
月

　
間
、
各
専
修
職
業
訓
練
校
で
、
実
技
の

　
習
得
に
重
点
を
お
い
て
訓
練
。
な
お
、

　
訓
練
校
と
職
種
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

　
　
大
宮
（
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
）
、
熊
谷
（
機

　
　
　
　
　
　
）
」

ロ

．
　
農
ヴ
業
経
営
の

“一％ザ

．
　
　
研
　
修
　
生

％“騨％一騨
ロ脚一％μ一㌔脚一％餌一％μ一ロ博““噛“崩博““

り一’の噂が伽
の脚一ル博“加讐一崩

り一や
舶物’舶

なドう舶
ひ｝ら

鞠り岬㌦一ら一転
．←一㌦げ馬い尋％網り町い

“ロ｝じ

一ゆ噂’簡’軸
の““き鱒さ

一｝一妬”轟％“一ヨ鴨 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
募
　
集

業
し
た
人
で
、
十
七
歳
以
下
の
人
。

　
申
込
み
　
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一

目
か
ら
昭
和
四
十
六
年
二
月
十
日
ま
で

に
農
業
経
営
研
修
所
に
。
「

　
試
験
日
　
▽
本
科
一
部
　
昭
和
四
十

六
年
三
月
三
日
　
▽
実
科
一
部
　
昭
和

四
十
六
年
三
月
十
日

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
県
農
林
部
農
業

普
及
課
（
電
話
〇
四
八
八
－
二
二
－
八

二
四
九
）
ま
た
は
農
業
改
良
普
及
所

（
二
一
ー
二
二
五
八
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

の
方
へ

転
職
訓
練
を
．

械
）
、
春
日
部
（
板
金
・
溶
接
）
、
飯

能
（
機
械
）
、
川
越
（
溶
接
）
、
羽
生

（
機
械
『
・
洋
裁
）
、
秩
父
（
機
械
・
電

気
）
、
本
庄
（
板
金
・
溶
接
）

　
申
込
み
　
十
二
月
一
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
に
、
入
校
を
希
望
す
る
専
修
職

業
訓
練
校
か
、
公
共
職
業
安
定
所
へ
。

　
授
業
料
無
料

　
手
当
の
支
給
　
年
間
所
得
額
が
、
一

定
の
水
準
ま
り
低
い
方
に
は
、
平
均
で

二
万
三
干
円
か
ら
二
万
五
千
円
の
訓
練

手
当
を
支
給
。

　
役
場
産
業
課
で
も
取
り
つ
ぎ
を
い
た

し
ま
す
か
ら
、
希
望
の
か
た
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
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こ
れ
か
ら
の
農

業
は
、
自
立
経
営

な
ど
規
模
の
大
ぎ

　
い
、
生
産
性
の
高

　
い
農
業
経
営
を
育

・
成
．
し
、
こ
れ
ら
の

、
経
営
が
、
そ
の
地

区
農
業
の
中
心
的

地
位
を
占
め
る
農

業
の
仕
組
み
に
、

改
善
す
る
こ
と
が

、
必
要
で
す
。

、
．
そ
の
た
め
に
は

土
地
の
区
画
を
整

｝
一
理
し
、
・
道
路
、
用

排
水
路
を
整
備
し

て
、
省
力
に
し
て

・
一
か
ん
し
た
機
械

・
化
作
業
が
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
村
で
は

農
業
構
造
改
善
事

業
や
、
各
種
士
地

敢
喪
專
業
と
遊

昭
和
四
＋
四
年
度

　
　
　
　
　
（
、

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
、

ま
で
に
、
お
よ
そ
百
四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
基
盤
整
備
を
行
な
い
、
集
団
桑
園
や

稚
蚕
共
同
飼
育
所
の
建
設
、
大
型
機
械

の
購
入
な
ど
の
推
進
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
て

ゆ
く
予
定
で
す
。

土
地
改
良
事
業
は
県
営
で

　
4
7
年
度
か
ら
実
施

　
北
地
区
に
は
お
よ
そ
三
百
五
十
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
耕
地
面
積
が
あ
り
、
農
業
構

造
改
善
事
業
と
し
て
基
盤
整
備
を
行
な

う
予
定
で
し
た
が
、
耕
地
面
積
が
広
大

で
あ
る
た
め
、
国
や
県
の
補
助
率
も
よ

い
県
営
土
地
改
良
事
業
と
し
て
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
県
営
の
場
合
は
、
調
査
か
ら
設
計
ま

で
県
で
計
画
さ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
か

ら
四
十
六
年
が
準
備
調
査
、
四
十
七
年

度
か
ら
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
北

地
区
は
土
地
が
だ
い
た
い
砂
利
層
の
た

め
、
表
土
扱
い
と
な
り
ま
す
。

訳
　
　
　
瞼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
、
　
　
嚇
5・

源
　
　
　
　
国

財
　
　
　
　
費

　
　
　
　
　
　
　
業

の
樵
　
事
姦

費
　
　
鷹
　
　
　
助
凱

業
　
　
灘
蜴
　
購
，

事
　
　
撰

　
事
業
費
に
つ
い
て
は
十
ア
ー
ル
（
一

反
）
あ
た
り
十
五
万
円
ぐ
ら
い
か
か
る

予
定
で
、
総
事
業
費
で
は
お
よ
そ
五
億

二
千
五
百
万
円
に
も
の
ぼ
り
ま
す
が
、

上
の
図
に
示
す
と
お
り
、
そ
の
う
ち
の

七
十
二
・
五
パ
ー
セ
ソ
ト
が
国
や
県
の

補
助
金
で
、
残
り
の
二
十
七
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
が
受
益
者
負
担
と
な
り
公
庫
か

ら
の
借
入
れ
や
、
村
の
補
助
金
で
ま
か

な
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
事
業
費
外
の
経
費
に
つ
い
て

は
受
益
老
負
担
と
な
り
ま
す
。

農
業
近
代
化
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
士
地
改
良
事
業
と
あ

わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
の
が
の
ぞ
ま
し
い

わ
け
で
す
が
、
構
想
計
画
と
し
て
は
、

米
麦
や
野
菜
を
協
業
集
団
で
経
営
し
て

い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
れ
に
は
、
区
画
が
整
備
さ
れ
、
農

作
業
も
省
力
に
し
て
能
率
が
あ
が
る
経

営
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
米
集
団
は
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
や
大
型

灘i難

〔写真は先進地を視察する人々〕

　
　
　
（
［
一
（

コ
と
ハ
イ
ン
な
ど
を
購
入
し
て
こ
れ
を

活
用
し
、
農
協
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
穀
物
乾
燥
調
整
施

設
）
を
導
入
し
て
、
諸
機
械
化
に
よ
り

米
の
生
産
性
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
野
菜
集
団
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
に
よ
る
施
設
園
芸
と
し
て
、
江
南
地

帯
で
今
後
有
望
と
さ
れ
て
い
る
果
菜
類

を
中
心
に
集
団
化
し
、
野
菜
専
業
農
家

を
育
成
し
て
、
農
家
所
得
の
向
上
を
は

か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
国
の
補

助
金
が
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
村
の
補
助

金
が
十
。
バ
ー
セ
ン
ト
で
、
残
り
の
四
十

パ
ー
セ
ン
ト
が
受
益
者
負
担
分
と
し
て

公
庫
な
ど
か
ら
、
長
期
借
入
れ
で
き
る

額
で
、
そ
の
他
事
業
費
外
経
費
は
、
受

益
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
事
業
に
さ
き
が
け
て
、
江
南
村

の
自
立
経
営
農
家
や
ナ
ス
組
合
の
か
た

が
た
が
、
九
月
下
旬
、
農
業
構
造
改
善

事
業
の
先
進
地
で
あ
る
茨
城
県
鹿
沼
農

協
管
内
を
視
察
し
ま
し
た
が
、
た
い
へ

ん
有
意
義
な
研
修
で
し
た
。

県
の
園
芸
祭
に
入
賞

　
十
一
月
七
日
か
ら
三
目
間
行
な
わ
れ

た
埼
玉
県
園
芸
祭
に
江
南
村
か
ら
も
、

く
り
と
し
い
た
け
六
点
が
出
品
さ
れ
ま

し
た
。
出
品
作
品
は
、
す
べ
て
つ
ぶ
よ

り
の
物
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち

江
南
村
の
く
り
一
点
が
入
賞
し
ま
し
た

　
馬
車
ひ
き
と
神
さ
ま

　
　
雪
ど

車
を
ひ
　
　
〔
　
、
㊤
繧

韓
　
〆
義

走
っ
て
　
藤
蜘

い
ま
し
　
　
　
　
　
－
蹉
，
坐
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻
傾

た
。
馬

は
も
う
っ
か
れ
は
て
、
む
ち
を
あ

て
ら
れ
て
も
一
歩
も
進
み
ま
せ

ん
。
倒
れ
そ
う
で
す
。
馬
ひ
き
は

困
っ
て
し
ま
い
、

「
神
さ
ま
、
ど
う
ぞ
お
た
す
け
下

さ
い
」

　
と
祈
り
ま
し
た
、
と
こ
ろ
が
神

さ
ま
は
、

「
な
ま
け
者
め
が
！
　
自
分
で
肩

を
入
れ
て
馬
車
を
一
押
し
し
て
や

れ
ば
よ
い
の
に
…
…
。
自
分
は
何

も
し
な
い
で
、
馬
ば
か
り
た
た
い

て
ど
う
な
る
も
の
か
」

　
と
助
け
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
　
（
百
論
教
）

　
何
事
も
自
分
で
努
力
せ
ず
に
、
神
頼
み
で

　
は
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

　
す
。

　
考
え
た
良
ゼ
一
票
を
自
分
で
投
票
す
る
こ

　
と
か
ら
、
明
る
い
政
治
へ
の
途
が
開
け
る

　
の
で
す
。
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水
道
の
工
事
・
修
理
は

　
　
　
　
指
定
工
事
店
で

　
村
の
水
道
給
水
工
事
を
行
な
っ
て
い

た
だ
け
る
店
と
し
て
、
つ
ぎ
の
四
店
を

指
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
加
藤
ポ
ン
プ
店
　
加
藤
　
金
造

　
　
　
　
　
有
線
・
　
三
四
一
五
番

　
　
　
　
　
電
話
三
六
1
0
三
一
〇
番

　
小
林
商
店
小
林
忠
夫

　
　
　
　
　
有
線
　
ー
三
二
八
五
番

　
　
　
　
　
電
話
三
六
－
一
二
〇
六
番

　
江
南
水
道
工
事
店
・
坂
田
　
光
俊

　
　
　
　
　
有
線
　
　
　
二
三
〇
九
番

　
　
　
　
　
電
話
三
六
－
一
〇
一
〇
番

　
笠
～
原
設
備
笠
原
徳
太
郎

　
　
　
　
　
有
線
コ
　
ニ
七
四
七
番

　
水
道
の
新
設
、
増
設
、
改
造
、
修
理

な
ど
を
行
な
う
場
合
に
は
、
必
ず
役
場

水
道
課
（
有
線
三
七
五
二
）
へ
申
し
込

叩
ん
で
く
だ
さ
い
。
役
場
か
屡
工
事
店
に

連
絡
し
ハ
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
坤
休
日
等
、
緊
急
の
場
合
は
直

接
工
事
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

鳳
准
看
護
婦
学
校
め

恋
産
碇
を
募
集

　
県
立
小
原
准
看
護
婦
学
校
で
は
、
昭

和
四
十
六
年
度
の
新
入
生
二
十
名
を
募

集
し
ま
ず
過
な
お
、
修
学
年
限
は
二
年

で
す
。

　
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
人
で
、
年
齢
が
二
十
歳
以
下

の
独
身
の
女
子
軌
一

　
申
込
み
　
昭
和
四
十
六
年
一
月
四
日

か
ら
二
月
十
日
ま
で
、
小
原
准
看
護
婦

学
校
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
受
験
願
書
を
ご
希
望
の
方
は

十
五
円
切
手
を
同
封
し
て
、
県
立
小
原

准
看
護
婦
学
校
（
大
里
郡
江
南
村
大
字

板
井
一
六
九
六
　
電
話
三
六
ー
二
二
五

一
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

県
立
深
谷
青
年
の
家

　
働
ら
く
み
な
さ
ん
の
楽
し
い
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
わ
ず
か
な
時
間
に
誰
で
も

い
つ
も
、
気
が
る
に
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
青
年
の
家
が
で
き
ま
し
た
。

施
設
の
内
容
　
談
話
室
、
読
書
コ
ー
ナ
，

1
、
調
査
室
、
陶
芸
室
、
暗
室
、
音
楽

室
、
体
育
館
、
ホ
ー
ル
な
ど

利
用
の
料
金
『
．
無
料

利
用
で
き
る
人
　
二
十
五
歳
以
下
の
勤

労
青
年
で
個
人
、
グ
ル
ー
プ
で
も
よ
い

　
な
お
、
こ
の
青
年
の
家
は
東
松
山
市

に
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
く
わ
し
く
は
教

育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

）

ヒューズのいらない

安全器って

ホひント！ノ

　電気器具や屋内配線などに異状がおぎ

ると、ヒューズが切れます。そして暗が

りで取替作業…、もうこんなテマはいり

ません。

　ヒューズのいらない安全器二ノーヒュ‘

一ズブレーカができました。くわしくは1

東電熊谷営業所（電話22－4505）へお間

い合わせください。

電気に強文なる講習会

、
ζ
」
～
｛
《
’
、
‘
，
㌔
【
」
｝
㌔
ぜ
～
｝
》
、
、
ー
」
三
『
、
（
’
、
’
、
く
’
＾
讐
’
、
ζ
ζ
3
、
《
｛
ご
f
冒
’
職
7
｝
盛
篭
’
3
、
サ
｝
、
‘
’
、
‘
壺
・
’
、
‘
ぜ
芝
一
覧
〔
ご
・
｛
‘
‘
、
ま
－
’
】
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D
ほ
か
の
材
料
は
大
き
め
に
き
る
。

ち墨2

　
　
あ
耳
に

　生あげといか中

　　おでん風煮込み

　　　　材料4人分
生あ登　　1枚　　　　　調味料

さつまあげ2枚　　　しようゆ大さじ4

こんにやくユ枚

里いも　中4コ　　　さとう　小ざじ4

人じん小1／2本

大根　小1、！4本　　’塩　　　　　少々

こんぶ

生いか中1パイ　　　かつおぶし　少々

　
〔
作
り
方
〕

■
①
生
あ
げ
は
四
つ
位
に
切
ξ
。
、

②
い
か
は
皮
を
む
い
て
輪
切
り
に
す
る

①
こ
ん
ぶ
は
食
べ
よ
い
大
き
さ
に
切
っ

て
結
び
、
，
水
に
ひ
た
し
て
お
く
。

　覧）’

　と

　じ

いて
つ保

か存

おい
役た
にし
立ま

つし
とよ

きう

が
あ
り
ま
・

⑤
さ
と
い
も
は
さ
っ
と
ゆ
で
て
お
く
。

⑥
こ
ん
に
ゃ
く
は
か
ら
い
り
し
て
お
く

⑦
こ
ん
ぶ
、
調
味
料
、
か
つ
お
ぶ
し
で

多
め
に
汁
を
つ
く
る
。

⑧
汁
の
中
に
、
材
料
を
か
た
い
も
の
か

ら
順
に
入
れ
て
、
か
き
ま
ぜ
な
い
よ
ラ

に
、
と
ろ
火
で
ゆ
っ
く
り
煮
こ
む
。
、

酒
と
寿
命

　
酒
を
飲
ま
な
い
人
が
、
長
生
き
す
看

乏
は
限
の
ま
せ
ん
。
適
量
飲
む
人
は
、
一

ま
っ
た
く
飲
ま
な
“
人
よ
り
長
命
だ
占

い
う
統
計
も
あ
呑
の
で
す
。
と
は
い
慰

大
酒
σ
み
は
寿
命
が
短
い
こ
と
は
も
餐

ろ
ん
で
す
。

　
適
当
な
量
を
守
っ
て
酒
を
の
め
る
人

は
、
何
ご
と
に
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ぎ
鍔

く
人
柄
で
あ
る
こ
と
が
、
酒
を
飲
ま
な
憐

い
人
よ
り
長
生
き
で
き
る
原
因
に
な
っ
．

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
）
）
　
　
｛
堕
．

す

騒蒲腰．質嶽蔓命暑盤甥盟1わだくしたちの生活にウよ・数多く噴
。因を1の　とと長む生　　こない　おしてき1気製品が使われています・
膿甥賢慧享、、棲お探酋殺こうした電気器具の選び方の・ッ・ヒ

　っ．、な．，き恥、人．ド・ド・ザえξ・占．』毒る’へ　　．　う・か　　でく　。’　1ユーズの取替え方、コードの修理の仕方

藁一一搬晒…一一一一一一一一一一…一…一…一……葬器鯨検の急駈電気器具を使った料

留趣鉢鍵細鷲鑛冬欝奮一ぬ韓室など・楽しみながらおぽえられる
ま　’セきし水浮入目　くのよ　　のおぬるぬ　　　　　　1講習会を開催しております6
つきロまて分いれのまでく野間そか一か　カ】　ゑ、　　　　　．．

1☆1濠lll犠鶴奪i『婦1瀞騨鵬

　暗さ’固をぐにる　一の程い場　すてど　　　ン　　　　　　、　．、　　f
　所え表ま繰わ水よ7塩度よ合　るま味・　　聾へどうぞ。1




